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ラクナ梗塞  477人  24.5%
アテローム血栓性脳梗塞  618人  31.7%
心原生脳梗塞  527人  27.1%
その他  326人  16.7%
脳梗塞（合計） 1948人 100.0%
滋賀医科大学医学部附属病院ホームページ　(http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/)
◦患者さんと共に歩む医療を実践します
◦信頼・安心・満足を提供する病院を目指します
◦あたたかい心で質の高い医療を提供します
◦地域に密着した大学病院を目指します
◦先進的で高度な医療を推進します
◦グローバルな視点をもち、人間性豊かで優れた医療人を育成します
◦健全な病院経営を目指します
「信頼と満足を追求する『全人的医療』」
滋賀医大病院ニュース第55号別冊
編集・発行：滋賀医科大学広報委員会
　　　　　　〒520ｰ2192　大津市瀬田月輪町
　　　　　　TEL：077（548）2012（企画（IR担当）課）
過去のTOPICS（PDF版）はホームページでご覧いただけます。
　発症から６時間以上経過した脳梗塞
については、有効な治療方法は存在し
ないと考えられていました。しかし、
2017年に、24時間以内にMRIなどの画
像検査によって、脳血流の再開で救済
可能な脳組織が存在することが確認で
きた場合であれば、迅速に血栓回収療
法を行うことで予後が改善することが
証明されました。
　この治療を24時間いつでも、必要と
される患者さんに提供するためには、
高度に洗練された診断・治療のチーム
が必要です。
　当院では、救急部・脳神経内科・脳
神経外科・放射線科によるチーム医療
によって、対象となる患者さんに対し
て治療を提供しています。
発症24時間以内なら有効な治療も
　適切な治療を行うために、脳卒中が
疑われた場合（図５）は、躊躇なく救
急車を利用していただくことが大切で
す。当院では地域に密着した大学病院
として、最新の治療法をさまざまに組
み合わせた集学的治療を、広く県民の
皆様に提供していきたいと考えていま
す。
「脳卒中？」と思ったら躊躇なく救急車を
（図5） 脳卒中が疑われる症状　　脳卒中では以下のような症状が突然起こります。
●片方の手足・顔半分の麻痺・しびれが
起こる（手足のみ、顔のみの場合もあ
ります）。
●ロレツが回らない、言葉が出ない、他
人の言うことが理解できない。
●力はあるのに、立てない、歩けない、
フラフラする。
●片方の目が見えない、物が二つに見え
る、視野の半分が欠ける。
●経験したことのない激しい頭痛がする。
（図4） 当院で実施され
た血栓回収療法
血管の完全再開通 予後評価尺度0-2で退院
2015年 12/14件（85.7%) 8/14件（57.1%)
2016年 11/12件（91.7%) 7/12件（58.3%)
2017年 17/19件（89.5%) 9/19件（47.4%)
した（図３）。
　当院でもいち早くこの治療を取り入
れ、現在まで良好な治療成績を残して
います（図４）。
